
海
洋
深
層
水
の
定
義
と
特
徴

　

海
洋
深
層
水
（
以
下
深
層
水
）
は
、

一
般
的
に
水
深
２
０
０
㍍
よ
り
深
い

場
所
に
あ
る
海
水
の
こ
と
を
指
す
。

水
深
２
０
０
㍍
は
、
光
合
成
が
行
わ

れ
る
限
界
の
水
深
で
あ
り
、
２
０
０

㍍
よ
り
浅
い
海
水
は
深
層
水
と
の
比

較
で
表
層
水
と
呼
ば
れ
る
。

　

深
層
水
の
主
な
特
徴
は
①
低
温
安

定
性
②
富
栄
養
性
③
清
浄
性―

の
代

表
的
な
三
つ
の
ほ
か
に
、
④
ミ
ネ
ラ

ル
含
有
性
や
⑤
熟
成
性
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
※
。

深
層
水
事
業
化
へ
の
道
の
り

　

高
知
県
室
戸
市
や
富
山
県
滑
川

市
・
入
善
町
な
ど
が
先
進
地
と
し
て

有
名
な
国
内
の
海
洋
深
層
水
事
業
。

石
川
県
で
は
小
木
沖
が
取
水
最
適
地

と
さ
れ
て
い
た
。

　

内
浦
町
（
当
時
）
は
平
成
12
年
か

ら
事
業
化
の
検
討
を
始
め
、
数
回
に

わ
た
る
水
質
調
査
や
海
底
地
形
調
査

な
ど
を
行
っ
た
。
15
年
ま
で
に
計
7

回
の
試
験
取
水
を
行
い
、製
品
開
発
、

観
光
利
用
や
農
業
利
用
な
ど
の
具
体

的
な
利
活
用
も
始
ま
っ
た
。

　

深
層
水
の
安
定
供
給
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
た
16
年
に
は
、
取
水

管
敷
設
工
事
が
完
了
し
原
水
の
み
が

供
給
可
能
に
な
る
。
さ
ら
に
17
年
8

月
1
日
に
は
、
待
望
の
陸
上
取
水
・

石
川
県
で
の
取
水
最
適
地
と
さ
れ
、

平
成
17
年
か
ら
本
格
取
水
が
始
ま
っ
た

能
登
海
洋
深
層
水
。

た
か
が
水
、
さ
れ
ど
水
。

そ
の
違
い
は
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
そ
の
水
は

「
究
極
の
き
れ
い
な
海
水
」
か
ら
生
ま
れ
る
、

石
川
県
内
で
は
能
登
町
だ
け
の

「
深
海
か
ら
の
贈
り
物
」。

深
層
水
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い
。

深
層
水
を
も
っ
と
使
っ
て
ほ
し
い
。

能
登
町
だ
け
の
宝
物
は
、

能
登
町
の
人
に
使
わ
れ
、
喜
ば
れ
て
初
め
て
、

そ
の
輝
き
を
増
し
て
い
く―

。

深海 からの

贈
り
物
〜
能
登
海
洋
深
層
水
〜

能登海洋深層水とは
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能
登
海
洋
深
層
水
の
経
緯

昭
和
60
年
ご
ろ
よ
り
能
登
半
島
で
海
洋
深
層

水
の
取
水
適
地
と
し
て
、
第
1
に
能
登
町
小

木
沖
、
第
2
に
七
尾
市
観
音
崎
沖
が
あ
げ
ら

れ
て
い
た
。

高
知
県
室
戸
市
で
日
量
4
千
㌧
の
海
洋
深
層

水
を
取
水
開
始
し
た
こ
と
か
ら
事
業
化
の
検

討
が
始
ま
っ
た
。

内
浦
町
海
洋
深
層
水
研
究
会
を
設
置
。

取
水
量
3
㌧
の
試
験
取
水
を
実
施
。

海
洋
深
層
水
対
策
室
を
設
置
。

第
2
回
試
験
取
水
（
21
㌧
）

石
川
県
海
洋
深
層
水
利
活
用
事
業
化
協
議
会

を
設
置
。

第
3
回
試
験
取
水
（
96
㌧
）

第
4
回
試
験
取
水
（
36
㌧
）

第
5
回
試
験
取
水
（
45
㌧
）

能
都
町
・
柳
田
村
へ
研
究
会
へ
の
参
加
要
請

を
行
い
快
諾
を
受
け
る
。

事
業
化
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定
。

研
究
会
の
名
称
を
「
の
と
海
洋
神
創
水
研
究

会
」
に
変
更
。

第
6
回
試
験
取
水
（
58
㌧
）

第
7
回
試
験
取
水
（
60
㌧
）

取
水
管
敷
設
工
事
完
成
、
原
水
の
み
供
給
が

可
能
と
な
っ
た
。

分
水
供
給
施
設
（
現
施
設
）
が
完
成
。
施
設

建
設
費
4
億
8
千
5
百
万
円
。

能
登
海
洋
深
層
水
協
議
会
設
立
。

現
在
に
至
る
。

 

平
成
12
年
4
月

深海からの贈り物
NOTO DEEP SEA WATER

海洋深層水を考える前に、そもそもどのような水な
のか、その特徴を知る必要がある。なぜ能登町で取
水しているのか、その経緯と共にもう一度深層水に
ついての理解を深めよう。

 

平
成
12
年
6
月

 

平
成
12
年
9
月

 

平
成
13
年
4
月

 

平
成
13
年
6
月

 

平
成
13
年
7
月

 

平
成
13
年
10
月

 

平
成
14
年
7
月

 

平
成
14
年
9
月

 

平
成
15
年
1
月

 

平
成
15
年
3
月

 

平
成
15
年
6
月

 

平
成
15
年
9
月

 

平
成
16
年
8
月

 

平
成
17
年
8
月

 

平
成
17
年
11
月

供
給
施
設「
能
登
海
洋
深
層
水
施
設
」

が
完
成
。
原
水
の
ほ
か
に
濃
縮
水
や

脱
塩
水
な
ど
も
安
定
し
て
供
給
で
き

る
体
制
が
整
っ
た
。

【
※
深
層
水
の
特
徴
】

①
低
温
安
定
性

：

深
層
水
の
水
温
は

太
陽
光
が
届
か
な
い
た
め
表
層
水
に

比
べ
て
低
く
一
年
を
通
し
て
安
定
。

②
富
栄
養
性

：
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
光
合
成
で
き
な
い
た
め
、「
チ
ッ

素
」「
リ
ン
」「
ケ
イ
酸
」
な
ど
の
無

機
栄
養
塩
類
が
豊
富
。

③
清
浄
性

：

細
菌
に
よ
る
汚
染
が
な

く
、
化
学
物
質
に
よ
る
汚
染
の
可
能

性
も
少
な
い
。

④
ミ
ネ
ラ
ル
含
有
性

：

深
層
水
に
は

人
に
と
っ
て
必
要
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
る
。

⑤
熟
成
性

：

水
圧
20
気
圧
以
上
の
高

圧
下
で
海
水
が
熟
成
さ
れ
る
。
肌
へ

の
浸
透
力
や
食
品
の
ま
ろ
や
か
な
味

に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

深層水取水施設の分水場。原水、濃縮
水、脱塩水の 3種類が持ち込み容器に
分水される。

23

原　

水

濃
縮
水

脱
塩
水

飲
料
水

取水した海洋深層水に紫外線殺菌
を施したもの。塩分濃度は約 3.5％
で取水量は 1日 100 ㌧。

海洋深層水を逆浸透膜で濃縮し
た後に紫外線殺菌したもの。塩
分濃度は原水の約 1.5 倍（5％）。

海洋深層水を逆浸透膜で脱塩し
た後に紫外線殺菌したもの。塩
分、ミネラル分をほとんど含ま
ない軟水のため、お茶、コーヒ
ーや炊飯に適している。

逆浸透膜方式（ミネラル分を通さない
浸透膜でろ過する方式）による脱塩

塩

脱塩水をさらに殺菌処理したもの。
施設内の自動販売機でのみ購入できる。
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内浦地区では、試験取水の段階からさまざまな商品
が試作・開発され商品化されてきた。各分野におけ
る能登海洋深層水の利活用事例から深層水に秘めら
れた可能性を探る。

加工観光

農業水産業

深
層
水
・
能
登
の
塩
を
使
っ
て
の

新
規
商
品
開
発
や
大
量
に
使
用
し

た
い
場
合
は
、海
洋
深
層
水
対
策

室（
☎
72

－

２
５
０
６
）ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

42009.2  № 485

深海からの贈り物
NOTO DEEP SEA WATER

鮮
度
・
品
質
の
持
ち
が
違
う
。

近
江
町
市
場
で
活
用
さ
れ
る

能
登
海
洋
深
層
水

　

金
沢
市
民
の
台
所
と
呼
ば
れ
る

「
近
江
町
市
場
」。
食
品
か
ら
生
活
雑

貨
ま
で
１
７
０
の
店
舗
が
並
び
、
多

く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
る
。
11
月
か
ら
3
月
に
か
け
て

は
旬
の
加
能
ガ
ニ
（
石
川
県
産
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
）
な
ど
が
魚
屋
の
店
先
を
飾

る
が
、
数
あ
る
近
江
町
市
場
の
魚
屋

の
中
に
「
能
登
海
洋
深
層
水
使
用
」

の
看
板
を
掲
げ
た
店
が
二
つ
あ
る
。

　
「
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
水
槽
の
海
水

に
深
層
水
を
使
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
㈲
島
田
水
産
の
島
田
恵
一
専
務
。

新
聞
記
事
で
深
層
水
を
知
っ
た
島
田

さ
ん
は
、
一
度
使
っ
て
み
よ
う
と
取

水
施
設
に
足
を
運
ん
で
説
明
を
聞
い

た
と
い
う
。

　
「
カ
ニ
は
水
揚
げ
さ
れ
た
あ
と
、

水
槽
に
入
れ
て
砂
や
泥
を
吐
か
せ
体

内
を
き
れ
い
に
し
ま
す
が
、
深
層
水

に
漬
け
る
と
カ
ニ
が
や
せ
に
く
く

な
っ
て
、
よ
り
元
気
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

ゆ
で
る
と
カ
ニ
の
色
つ
や
・
光
沢
が

全
然
違
い
ま
す
し
、
味
も
お
い
し
く

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
深
層

水
の
効
果
を
話
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
深
層
水
を
使
う

店
が
二
つ
に
な
っ
た
こ
と
で
輸
送
コ

【近江町市場】
280 年の歴史を誇る生鮮食品を主
体とした市場。食べ方や価格交渉
など、店員との会話を含めて買い
物を楽しめる「金沢市民の台所」。

深層水のいけすで販売されるカ
ニ。「より新鮮な状態で販売で
き、お客さんからも好評です」
と田方さん。

ス
ト
・
労
力
も
少
な
く
な
っ
た
と
い

う
。「
輸
送
コ
ス
ト
は
か
か
り
ま
す

が
、
深
層
水
以
外
の
水
を
使
う
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
場
は
岩
ガ
キ

や
エ
ビ
類
な
ど
に
も
使
う
つ
も
り
で

す
し
、い
い
水
に
巡
り
会
え
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
い
い
水
が
あ
る
け
ど
使
っ
て
み

な
い
か
」と
島
田
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
、

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
深
層
水
を
使
う
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
杉
本
水
産
㈱
の

田
方
浩
和
さ
ん
。「
去
年
ま
で
の
海

水
に
比
べ
持
ち
が
全
然
違
い
ま
す

し
、
カ
ニ
が
死
ぬ
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
に

と
っ
て
は
一
番
い
い
水
。
最
高
だ
と

思
い
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
る
。

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
杉
本
水
産
で

は
深
層
水
の
い
け
す
に
入
れ
て
カ
ニ

を
販
売
し
て
い
る
。「
氷
の
上
で
は

な
く
、
カ
ニ
を
い
け
す
で
販
売
し
て

い
る
店
は
う
ち
だ
け
で
す
。
課
題
は

深
層
水
が
た
く
さ
ん
必
要
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」
と
話
す
。

　

輸
送
と
い
う
課
題
が
あ
る
近
江
町

市
場
で
も
活
用
さ
れ
る
深
層
水
。
地

元
で
生
か
さ
な
い
手
は
な
い
。

洞くつと深層水の神秘的な相
乗効果があった。塩を使った
食品の開発にも挑戦したい。

地元小木で水揚げされるイカ
と取水される深層水を使っ
て、新しい商品を開発する。

水産業に限らず、海洋深層水
の特性・利点をどう生かすか
が大切。

海洋深層水トマトで培ったノ
ウハウは、さまざまな作物に
も応用できる。

百楽荘では、温泉と同じよう
な保温・保湿効果がある深

層水のお風呂に入ってもらいたい
と考え、もともとあった洞くつ風
呂をリニューアルしました。現在
はお風呂の約 3分の 1の量の原水
を入れていますが、お客さまから
も「お湯がやわらかい」「すべす

べする」「あがった後も湯冷めしにくい」などの意見が多
いです。お風呂あがりには脱塩水を飲んでもらっています。
　ほかにも料理全般に深層水を使っています。特に豆腐は
お客さまの目の前で豆乳に深層水のにがりを入れて作りま
すが、なめらかな味と好評です。
　これからはもっと食品の開発に挑戦したいと考えていま
す。豊富な能登の食材に深層水の塩で味付けすれば、本物
のおいしい商品ができると考えています。

地元小木で深層水を取水する
ということで、試験取水の

段階から製品を試作していまし
た。現在は「イカの一夜干し」に
濃縮水を使い、「イカの塩辛」に
深層水の塩を一部ですが使ってい
ます。
　試作段階では、原水を使ったり
濃縮水を使ったりしましたが、濃縮水の場合がちょうどい
い塩加減でおいしくなりました。深層水を使うことで塩辛
さだけではなく、まろやかな味になると評判です。
　深層水を使った新製品も定期的に試作はしていますが、
コスト的な問題もあります。現在は安いものか本物しか売
れない時代ですが、世の中がもっと本物志向になれば深層
水の塩を使った「いしり」なども開発していきたいと思っ
ています。

水産総合センターとしては、
平成 13 年から加工や蓄養な

どの研究を行ってきましたが、味
覚の差などはデータ的にはっきり
と違いを出すまでには至っていま
せん。
　海洋深層水は雑菌の入っていな
い非常にきれいな海水であるとい

うことや、水温が一定であるという特徴をうまく生かせれ
ば、蓄養などの分野で十分活用の可能性はあると思います。
魚種を選定し、海水を加温・冷却することなく蓄養するこ
とでコストを下げ、さらに深層水利用というイメージアッ
プが価格に反映できれば採算が取れるかもしれません。
　深層水を利活用するには、水産業に限らずその特性・利
点をどう生かすかが重要です。今後も深層水のさらなる利
活用に協力していきたいと考えています。

内浦地区ではトマトの栽培が
盛んであったことから、深

層水を使ったトマト栽培を研究開
発することにしました。
　平成 16 年の秋作からビニール
ハウス 4 棟、12 ㌃で試験栽培を
行ってきましたが、最初は半分以
上が枯れるなど試行錯誤の連続で
した。トマトの根にストレスを与えることで糖度が増す仕
組みを利用していますが、現在では糖度が 7度以上の高糖
度トマトの割合も増え、市場でも好評を得ています。あと
は粒を大きくして収量をアップすることができれば、農家
の皆さんにも導入してもらえるのではと期待しています。
　トマトで培ったノウハウを、今後はいろいろな作物に応
用させ、深層水を使ったおいしい野菜が生産できるように
していきたいと考えています。

内浦町農業協同組合

花
はなばた

畑 壽
ひさかず

一 組合長
石川県水産総合センター

古
ふるさわ

沢　優
まさる

 部長 

百楽荘  女将

浅
あ さ い

井 園
そ の こ

子 さん 
㈲カネイシ  代表取締役

新
し ん や

谷 伸
しんいち

一 さん 

店先にずらりと並ぶ加能ガニは
色つやが明らかに違う。「海底
にいるカニにとって深層水がい
いのは当たり前」と島田さんは
話す。



取水施設に行く
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平成 17 年 8 月、海洋深層水を取水する全国 14 番
目の施設として誕生した「能登海洋深層水施設」。
深層水の利活用は、まずこの施設に足を運ぶところ
から始まる。

【やまもと・ますひろ】

1948 年東京生まれ。
1982 年に出版した「東京味のグランプ
リ 200」以来、国内外での料理評論の活
動を広げる。
“美味しいものを食べるより、ものを美
味しく食べる” をモットーに食卓を共に
する時間を楽しむ “食時会” をサークル
「ア・ターブル 99」にて開催。
能登半島地震のとき、料理人らと一緒
にボランティアとして能登に入り、仮
設住宅入居者に料理を振る舞った。
著書・雑誌連載など多数。

完
成
か
ら
3
年
5
カ
月

取
水
施
設
の
現
状

　

冷
凍
ス
ル
メ
イ
カ
の
水
揚
げ
高
日

本
海
側
最
大
を
誇
る
小
木
港
。
そ
の

小
木
港
に
そ
び
え
る
県
漁
協
小
木
支

所
の
近
く
、
波
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
描
か

れ
た
白
い
建
物
が
石
川
県
唯
一
の
海

洋
深
層
水
取
水
・
供
給
施
設
「
能
登

海
洋
深
層
水
施
設（
以
下
施
設
）」だ
。

　

こ
こ
で
は
小
木
沖
3
・
7
㌔
、
水

深
３
２
０
㍍
の
深
海
か
ら
1
日

１
０
０
㌧
の
深
層
水
が
く
み
上
げ
ら

れ
、
約
40
㌧
が
脱
塩
・
濃
縮
処
理
さ

れ
て
い
る
。
全
国
に
は
1
日
数
千
㌧

単
位
で
取
水
す
る
施
設
も
多
く
、
規

さ
ぶ
』
の
開
発
に
成
功
し
た
。

　
「
30
年
前
の
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
か
な
り
近
い
味
・
食

感
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
水
温
が

低
い
冬
場
限
定
で
す
が
、
か
つ
て
タ

ラ
は
え
縄
漁
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
の

懐
か
し
い
味
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
今
年
は
い
さ
ぶ
を
発
酵

さ
せ
た
『
塩し
ょ
し
り汁
』
も
作
り
ま
し
た
」

特
許
製
法
で
作
ら
れ
る

『
能
登
の
塩
』

　

全
国
唯
一
の
取
水
施
設
内
で
の
製

塩
は
、『
非
直じ
か
び火
式
低
温
製
法
』
と

い
う
特
許
製
法
で
作
ら
れ
る
。
2
㌧

の
濃
縮
水
を
製
塩
装
置
に
入
れ
、
60

度
の
低
温
で
五
日
間
か
け
て
60
㌔
の

塩
を
作
る
も
の
で
、
①
塩
の
結
晶
よ

り
も
先
に
結
晶
と
な
る
硫
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
な
ど
の
不
純
物
を
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
る
②
塩
素
と
ナ
ト
リ
ウ
ム

の
結
合
が
弱
く
、
余
分
な
塩
素
が
体

外
に
排
出
さ
れ
や
す
い
③
カ
ル
シ
ウ

ム
な
ど
が
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
で
残
る

―

な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

　

豊
原
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
の
特
許

を
利
用
し
た
製
塩
は
全
国
で
も
２
カ

所
で
、
深
層
水
利
用
は
こ
の
施
設
だ

け
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
自
分
た
ち
だ
け
の
塩
を
作
る
た

模
的
に
は
小
さ
い
施
設
と
い
え
る

が
、
こ
の
施
設
に
は
「
全
国
初
の
自

治
体
に
よ
る
飲
料
水
オ
フ
ラ
イ
ン
供

給
」
と
「
全
国
唯
一
の
取
水
施
設
内

で
の
製
塩
事
業
」
と
い
う
大
き
な
特

徴
が
あ
る
。

　
「
延
べ
人
数
で
月
約
２
０
０
０
人

が
施
設
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
一
般
利
用
が
約
7
割
で
、
企
業

や
事
業
所
な
ど
の
商
用
利
用
が
3
割

で
す
。
ほ
か
の
施
設
に
比
べ
一
般
利

用
の
割
合
が
高
い
と
言
え
ま
す
」
と

話
す
施
設
職
員
の
豊
原
知ち
た
る足

さ
ん
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
施
設
に
は
ポ
リ

タ
ン
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
積
ん
だ

車
が
次
々
に
訪
れ
る
。

　
「
お
風
呂
に
は
原
水
、
干
物
や
漬

け
物
に
は
濃
縮
水
、
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
、
炊
飯
に
は
脱
塩
水
な
ど
、
皆

さ
ん
目
的
に
応
じ
て
う
ま
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
熱
帯
魚
の
水

槽
用
に
と
金
沢
方
面
か
ら
訪
れ
る
人

も
い
ま
す
」

能
登
町
の
人
、
事
業
所
に

も
っ
と
利
用
し
て
ほ
し
い

　

商
用
利
用
に
関
し
て
は
、
金
沢
や

輪
島
な
ど
町
外
企
業
の
利
用
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。「
町
内
の
利
用
が

増
え
な
い
理
由
は
、
コ
ス
ト
面
が
課

題
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
町
内
の

事
業
所
が
深
層
水
や
塩
を
研
究
開
発

に
使
う
場
合
な
ど
は
減
免
で
き
る
場

合
も
あ
る
の
で
ぜ
ひ
相
談
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
魚
屋
や
旅
館
な
ど

と
連
携
し
て
、
施
設
外
の
原
水
タ
ン

ク
を
利
用
し
た
試
験
的
な
蓄
養
も

行
っ
て
い
る
。

　
「
ア
ワ
ビ
や
ヒ
ラ
メ
な
ど
を
タ
ン

ク
内
で
蓄
養
し
て
い
ま
す
。
特
に
魚

は
深
層
水
の
中
で
泳
ぐ
こ
と
で
体
内

が
き
れ
い
に
な
り
、
身
も
お
い
し
く

な
る
よ
う
で
す
」

約
30
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

小
木
の
伝
統
食
『
い
さ
ぶ
』

　

一
昨
年
「
深
層
水
を
使
っ
て
『
い

さ
ぶ
』
が
で
き
な
い
か
」
と
い
う
地

元
水
産
会
社
か
ら
の
提
案
を
受
け
た

豊
原
さ
ん
は
、
い
け
す
か
ら
海
に
流

さ
れ
る
原
水
を
利
用
し
、伝
統
食『
い

め
に
、
1
年
目
は
計
器
を
に
ら
み
な

が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
し
た
。
完

成
し
た
深
層
水
１
０
０
㌫
の
天
然
塩

に
は
し
ょ
っ
ぱ
さ
だ
け
で
は
な
く
、

味
が
あ
り
ま
す
。
塩
を
作
る
と
い
う

よ
り
『
食
べ
物
』
を
作
っ
て
い
る
と

い
う
意
識
を
も
っ
て
、
製
塩
室
、
装

置
、
容
器
な
ど
の
掃
除
・
洗
浄
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
毎
回
徹
底
的
に

や
っ
て
い
ま
す
」

　

最
高
の
原
料
と
最
良
の
製
法
で
作

ら
れ
る
『
能
登
の
塩
』。
料
理
評
論

家
や
有
名
シ
ェ
フ
が
認
め
る
な
ど
、

そ
の
評
判
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
「
深
層
水
と
同
じ
く
、
能
登
町
の

皆
さ
ん
に
こ
の
塩
を
使
っ
て
み
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
回
、

施
設
に
来
て
も
ら
っ
た
皆
さ
ん
に
塩

の
サ
ン
プ
ル
を
無
料
で
提
供
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
」（
※
左
上
参
照
）

（（（利用者の声）））

62009.2  № 487

料理評論家・山本益博氏が
厳選食材として「能登の塩」
を紹介

著名な料理評論家である山本益博さんの著書「山
本益博の厳選！取り寄せごはん」＝写真＝ ( 青春
出版社）に「能登の塩」が掲載されています。山
本さんが能登に出かけたときに出会ったミネラル
豊富な塩として紹介されています。

イカを深層水に 30 時間漬けると、柔らかい
『いさぶ』が出来上がる。

深海からの贈り物
NOTO DEEP SEA WATER

いけすで飼育されるアワビ。新鮮でおいしい
魚介類が提供できるようになる。

製塩装置から塩を取り出す豊原さん。煮詰めすぎると辛くなりすぎるの
で、濃度 35％、約 60 ㌔までの一番塩だけが製品化される。

　七尾市の駅の近くで居酒屋をしていま
す。主に脱塩水を料理全般に使い、焼酎の
水割りにも使い始めたところ焼酎を飲むお
客さまが増えました。また、原水でナスを
漬けるとミョウバンがいりません。

坂上勝則さん一家（七尾市）

藤原夏美さん（布浦）
　赤土で育てたミネラ
ル豊富な野菜と、深層
水原水のミネラルがダ
ブル効果になって、とっ
てもまろやかな漬け物
ができます。

　原水を使うと食卓に置いても色が変わ
りません。

西尾征次さん（小木）
　飲料用、お茶などに
脱塩水を使ったり、た
まに原水をお風呂にも
入れています。
　金沢に住む娘が気に
入っているので、金沢

に行くときには必ず持って行きます。

広報のと 2月号

能登の塩
引換券

左の引換券を深層水施設
に持参した方にもれなく
「能登の塩（50㌘）」を
プレゼントします！（1家族につ

き1袋まで）
✂

✂

平成 21年
2月末日
まで

能登海洋深層水施設

県漁協
小木支所

小木高瀬口

小木港

至真脇

至松波

【能登海洋深層水施設】
〒 927-0553
石川県鳳珠郡能登町字小木 34-15
☎＆℻（0768）74 ｰ 1233
営業　9:00 ～ 17:00
　　　月曜定休（祝日は営業）
http://www.notosh㏌sousui.jp/
E-mail : info@notoshinsousui.jp
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深
層
水
の
応
援
団

　

協
議
会
は
現
在
、
企
業
や
個
人
、

研
究
機
関
な
ど
60
の
会
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
研
修
会

の
開
催
、
先
進
地
視
察
、
ブ
ラ
ン
ド

認
定
や
出
向
宣
伝
な
ど
、
主
に
会
員

の
商
品
開
発
の
支
援
や
深
層
水
商
品

の
販
売
促
進
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
さ
に
深
層
水
の
応
援
団
的
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

町
外
や
異
業
種
の
会
員
が
い
る
中

で
、お
互
い
の
商
品
を
販
売
し
た
り
、

組
み
合
わ
せ
て
販
売
す
る
な
ど
、
情

報
交
換
の
場
と
し
て
も
役
に
立
っ
て

い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

商
品
開
発
と
課
題

　

商
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
他
県
の

事
例
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
も
の
が
開

発
さ
れ
て
お
り
、
予
想
以
上
に
進
ん

で
い
る
と
言
え
ま
す
。
爆
発
的
な

ヒ
ッ
ト
商
品
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
継
続
し
て
い
る
商
品
も
多

く
深
層
水
の
特
性
が
認
知
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
証
明
だ
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
平
成
12
年
の
試
験
取
水

の
と
き
か
ら
関
心
を
持
ち
、
酒
造
会

社
と
し
て
商
品
の
研
究
開
発
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。「
深
層
水
利
用
」
の

看
板
は
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ッ
プ

さ
せ
、
消
費
者
も
興
味
を
持
っ
て
く

れ
ま
す
。
あ
と
は
い
か
に
高
品
質
の

商
品
を
開
発
し
て
、
従
来
製
品
と
の

差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
か
が

課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

深
層
水
の
可
能
性

　

今
後
、
さ
ら
な
る
利
活
用
の
可
能

性
が
あ
る
分
野
は
「
農
業
分
野
」
と

「
医
学
分
野
」
だ
と
思
い
ま
す
。
ト

マ
ト
や
イ
チ
ゴ
の
ほ
か
に
も
応
用
で

き
る
作
物
は
多
い
で
し
ょ
う
し
、
医

学
関
係
機
関
へ
は
研
究
資
材
と
し
て

の
打
診
も
行
っ
て
い
ま
す
。
隣
の
富

山
県
で
も
海
洋
療
法
（
タ
ラ
ソ
テ
ラ

ピ
ー
）
を
取
り
入
れ
た
専
用
施
設
が

と
て
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

人
体
に
有
効
な
成
分
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
水
が
深
層
水
で
す
。
で

き
る
だ
け
自
然
の
ま
ま
活
用
す
る
こ

と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

良
い
物
は
必
ず
残
る

　

施
設
完
成
か
ら
3
年
が
経
過
し
、

利
用
者
の
増
加
率
が
小
さ
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
壁
を
打
破
す
る
た

め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な

る
利
用
や
「
能
登
町
と
い
え
ば
海
洋

深
層
水
」
と
な
る
よ
う
に
全
国
へ
発

信
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

良
い
物
は
必
ず
残
り
ま
す
。
協
議

会
と
し
て
も
、
品
質
の
高
い
製
品
を

開
発
し
販
売
す
る
会
員
を
応
援
し
な

が
ら
、
深
層
水
の
普
及
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

取水施設完成を受けて平成 17 年 11 月に設立
された「能登海洋深層水協議会（以下協議会）」
は、深層水のブランド認定、調査研究、利用促
進などを目的に活動している。設立から現在ま
で協議会長を務める金

きんしち

七政彦さん＝松波＝に能
登海洋深層水の今後の課題や展望を聞いた。

良
い
物
は
残
る
。

町
の
発
展
の
た
め
に

海
洋
深
層
水
を

応
援
し
て
い
き
た
い
。

能登海洋深層水
ブランドロゴマーク

が
ず
れ
る
と
、
見
た
目
は
き
れ
い
で

も
味
が
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

特
に
塩
は
今
ま
で
世
界
中
の
塩
を

取
り
寄
せ
て
試
し
ま
し
た
が
、
能
登

の
塩
は
最
初
に
辛
さ
が
ス
ト
レ
ー
ト

に
来
て
、
後
で
甘
み
が
じ
わ
っ
と
来

る
塩
で
し
た
。
塩
の
溶
け
具
合
や
辛

さ
が
、
特
産
で
あ
る
飛
騨
牛
に
一
番

合
い
ま
し
た
。

料
理
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
塩

　

塩
は
料
理
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
に
お
い
し
い
料
理
で
も
塩
を

振
っ
て
い
な
い
料
理
は
あ
り
得
な
い

で
す
し
、
味
は
塩
で
決
ま
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た

し
が
塩
に
求
め
て
い
る
も
の
は
ミ
ネ

ラ
ル
な
ど
の
栄
養
成
分
で
は
な
く

「
料
理
の
ス
イ
ッ
チ
」
が
入
り
や
す

い
塩
か
ど
う
か
で
す
。
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
て
か
ら
味
を
感
じ
ま
す
。
だ
か

ら
塩
に
も
味
が
必
要
な
の
で
す
。

水
と
塩
と
食
物

　

わ
た
し
は
「
生
き
る
う
え
で
水
と

塩
と
食
物
は
平
等
」
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
３
つ
が
な
い
と
人
は
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で

す
か
ら
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
完

全
に
平
等
な
の
で
す
。

　

水
と
塩
さ
え
あ
れ
ば
料
理
は
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
食
材
に

能
登
の
塩
を
使
っ
て
、
自
分
の
感
性

で
シ
ン
プ
ル
な
料
理
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

能
登
と
の
つ
な
が
り

　

わ
た
し
は
能
登
に
数
回
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
震
災
の
時
に
は
東

京
の
シ
ェ
フ
た
ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
被
災
地
に
行
っ
て
、
仮
設
住
宅
の

皆
さ
ん
に
料
理
を
作
っ
た
り
も
し
ま

し
た
。
能
登
は
日
本
で
も
有
数
の
リ

ゾ
ー
ト
地
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

深
層
水
の
塩
は
震
災
前
か
ら
使
っ

て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
料
理
人
と
し

て
地
元
食
材
を
使
う
こ
と
は
当
た
り

前
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
岐
阜
県

に
は
海
が
な
い
の
で
わ
た
し
が
好
む

海
塩
が
あ
り
ま
せ
ん
。
下
呂
か
ら
見

た
海
が
石
川
・
能
登
だ
っ
た
の
で
す
。

三
つ
の
こ
だ
わ
り

　

わ
た
し
が
料
理
を
す
る
う
え
で
、

基
本
に
し
て
い
る
こ
と
は
三
つ
あ
り

ま
す
。
包
丁
の
切
れ
味
、
火
の
入
れ

方
、
そ
し
て
塩
で
す
。
ど
れ
か
一
つ
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下呂温泉ホテルパストール
副総支配人兼総料理長

橋本  泰生シェフ
【はしもと・やすお】
1958 年福岡県北九州市生
まれ。三重県、大阪府、東
京都での勤務を経て、平成
4年 4月から現職。

塩
に
こ
だ
わ
る
一
流
シ
ェ
フ
に

認
め
ら
れ
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

『
能
登
の
塩
』

下呂温泉  ホテルパストール
〒 509-2202 岐阜県下呂市森 1781
☎ 0756-24-2000
http://www.pastor.co.jp/ 飛騨牛のグリエ。食べる前にも少

量の塩を振ると、塩の食感と辛さ
がスイッチとなり、肉のうまみを
引き出す。

地元の食材に
能登の塩。
味は塩で決まる。

金七政彦さん
PROFILE　
きんしち・まさひこ
1947 年松波生まれ。協議会の
前身である「のと海洋神創水研
究会」の会長も務めるなど深層
水事業の中心的役割を担ってき
た。酒造会社社長、61歳。


